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　 12)Porphyromonas gingivalis線 毛による単球

分化機構の解析

　　　　　　　　　　　 ○広瀬 公治1,沼田 匠2

　 (奥羽大・歯・口腔衛生1,奥羽大 ・大学院・口腔保健2)

　歯 周 病 原 性 細 菌 で あ るPorphyromonas

gingivalis線 毛が持つ多彩な生物活性が注 目され

ている。本菌線毛はin　vitroの 実験系 において,

骨吸収を促進することが報告 されている。そこで

今回我々は,本 菌線毛が破骨細胞の形成に作用す

るかを知 るため,ヒ ト単球/マ クロファージ系細

胞であるU937を モデルとして用い検討 を行った。

　 線毛は菌体よ り剥離 し,カ ラムクロマ トグラ

フィーにて精製 した。所定の濃度の線毛 をU937

に添加 し,24～48時 間培養 を行った。U937の 分

化はFcロ ゼ ット形成能をその指標とした。その

結果,線 毛はU937の 分化を誘導 した。当初24時

間で認められた分化促進効果はプロテインキナー

ゼCの 阻害剤であるH7,カ ルホスチンで有意に

抑制 された。一方,48時 間後 における線毛の分

化誘導作用は抗TGF一 β1抗 体で抑制 され る傾 向

が認められた。

　 以上の結果より,歯 周病原性細菌線毛は未熟な

単球系細胞に対 し,早 期にはプロテインキナーゼ

Cを 介した経路で,ま た後期にはTGF一 β1の オー

トクリンの系を介 して分化を誘導することが示 さ

れた。このことは,歯 周局所において菌体構成成

分が破骨細胞の形成に関与する可能性を示すもの

として興味ある。
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